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勢力。3）サ ワ ン ナ ケー トの ウ ン ・サ ナ ニ コ
ー

ン を中心 とする 勢力 ，，4）タケ
ー

クの ス パ ー
ヌ

ウ ォ ン を中心 とす る勢力 、，各勢力 は 、地域的統
一

性 を持 た な い ラオ ス の 状 況 に 依拠 して ま

と まりを持 っ て い なか っ た 。 それ ぞれ 背景 も異な っ て い た 。 それ が 、フ ラ ン ス の 再侵 略 を前

に 、1）を除 く31派の 連合が 成立 した」 945年 10月】2 日 の ラ
ーオ ・イサ ラ臨時政府の 成立で あ

る L しか し実 際の とこ ろ、ウ ィ エ ン チ ャ ン に 政府はあ っ た が 、ウ ン ・サ ナ ニ コ
ー

ン は サ ワ ン

ナ ケー ト、ス パ ーヌ ウ ォ ン は シ ン カ ポ ・シ コ ッ トチ ュ ン ナ マ リー
や 越橋に迎え入 れ られ タ

ケ
ー

ク にお り、分裂状 況で あ っ た、、

　 1946年2月末、フ ラ ン ス は本格的 なラ オス 再侵 略 を開始 し、3月21　El、タケー
クの 戦 い が起

こ る 。
こ の 段階 で軍 事的中核で あ っ た ス パ ー

ヌ ウ ォ ン派が フ ラ ン ス 軍に 対 して軍 事抵抗を

試み た の で あ る 。 しか し、フ ラ ン ス 軍の軍 事力 を前 に敗 北 し、ラ
ー

オ ・イサ ラ臨時政 府 は タ

イへ 亡 命す る こ と を余儀無 くされ た ，

一・
方、フ ラ ン ス は国王 を擁立 しラ オス 再占領を完了

した 。

　 タケ
ー

クの 戦い で の 軍事的敗北 に よ っ て ラ
ー

わ イサ ラ 臨時政府は ラ オ ス 内で の拠点 を

失な っ たが 、 亡命政府 と して 存続する こ とで 国際世論の 承認 を受けた 。 しか し、冷戦構造の

なかで西 側 よ りの 姿勢 を明確に す る ピブ ン の 弾圧 を受け」 949年 1〔喟 、亡命政 府は解散の

道を選 ば ざる をえ な くな っ た 。 大多数の 亡 命政府参加者が フ ラ ン ス 連合 内の ラオ ス に帰 国

す るなか、ス パ ー
ヌ ウ ォ ン ら はベ トナ ム との 共闘の 道 を選択 す る。 それがパ テ

ー ト・
ラ

ーオ

に繋が っ て い く。 実 際 に表面 化する の は 後で ある が 、 タケー
ク の戦 い はラ オ ス 民族主義運

動の 流れを決定 した と言 える 。

 

立 憲革命期 タ イに お け る 批判精神の 高揚

　　　一意見表明直訴状 、 請願書の 分析 を 中心 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉山　晶子

　 1932年立憲革命は、革命後軍事独 裁体制が 成立 した こ と、 また経済構造の 変動が 見 らな

い こ とか ら 、 政治権力の 所在が王族 か ら軍 部 ・官僚機構 に 移行 した単な る ク
ー

デ タ
ー

で あ

る とみ なされ て い た ． しか し 、 近年で は 革命実行者以外の 諸階層ご との 行動、文化に対する

研 究も進み つ つ あ り、従来の 革命像 に疑問が提示 され て い る 。 本研究は 、近年の 研究 と同様、

革命期 にお ける董 命実行者以外の 人々 の 意識を明らか にす る もの であるが、それ をあらか

じめ存在 した とされ る階層 区分に よ っ て 規定せ ずに特定の 現象 よ り考察 し、それに基づ き

革命に至 る まで の タ イの 社会変 化に 関 して 若干の 新
．
た な知見を提出す る もの で ある 。 考察

した史料は 、革命期にお い て 革命実行者以外の 入 々 に よ り国 王、新政府に提 出 され た「直訴

状 （dika）」、「意見 （khwam 　khithen）」書 、 「請願（rongrian ）」書で ある 。 革命前の 新聞 は 当時の 公

的な問題に 対す る 意見や批 判 を提示 して い た 。 また 新聞は読者の 意見交換が な され る こ と

もあ り、公的問題 に 対す る様々 な議論が行 なわ れ る場 とな っ て い た ：1その よ うな状況 の も

と、1930年頃か ら国王 に対 して意見が 奏上 され て い る 。

　 タ イに お い て 国モ に 因苦 を訴え 、 援助 を求め る た め の 直訴状の 奏上は 、国モ権力に 依拠

す る被支配 者全 階層の 慣習であ っ た、、とこ ろが革 命直前 に は その よ うな直訴状 の 中 に意見

を記 した もの が 発見され て い る ．
： そ して革命直後に は 、新政 府に対

’
して 意見を提出す る「意

見」書 や「請願一i書が 急激に増加 した 。 意見提 1出者は 主 と して 官吏や在野 の 知識 人で ああ り、

彼 らの 居住地 は 爵都 が 中心で はあ っ た が タ イ全 域 に わ た っ て い た t，
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　以上の 文書 に は 、 旧来の 権力秩序 に対す る意見や批判が 表明 され て い た．具体的 に は 、不

正行為を行な う高級官吏、王族に 対す る批判、そ して 出自を基本 として い た位階制 度が適

切 で はな い とい う意見で ある 。 また そ こ に は 、当時の 社会問題 に対す る関心 や危 機 意識が

示 され 、 そ れ ら の 問題打 開の た め の 提言や 政府の 施策に対する批 判 が提 示 され て い た 。

　以上 の よ うに、革命期に お い て 、タ イ全域に わ た っ て居 住す る官 吏や 知識 人の
一

部に 旧

来 の 権力秩 序や 国家行政 に対する批判精神の 高揚が 見 られ た こ とは 明らか で あ る 。 そ して

革命期の批 判精神の 高揚は 、革命前に 新聞に お い て公的問題に対する議 論が行 なわれて い

た こ とが 前提 となっ て 生 じた と考えられ る 。 こ の こ と は 、革命 に 至る まで の 問に官吏や 知

識人 を担い 手 とする世論が公権力か ら自律的 に形成 され て い た こ とを示 して お り 、 その 現

象は 革命の 基底 に存在 した社会 変化 と して看過で きな い もの で ある 。

◎

タ イにお け る交通網 の 発展　 1897〜 1932年　時間距 離の 変遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柿崎　
一
郎

　19世紀末か らタイで遂行 され て い っ たチ ャ ク リ
ー
改革は

、 英仏に よ る周辺諸国の 植民地

化に対抗 して独 立 を維持す るべ く、近代化 を遂行 して 中央集権的な領域 国家を確立 す る こ

と を目的 と した もの で あ っ た 。 その 中で 、近代的交通機関で ある鉄道や 自動車の 導入 は 、人

や 物 の 移動の 際の 所要時間や所要費用な どの 大幅な軽減 をもた らすた め 、政治的な中央集

権化の
一助 となるの み で は な く、物流 を加速 させ 地域経済の発展に もつ ながる こ と にな る 。

本論で は
、 時間距離 に つ い て 、鉄道導入前か ら立憲革命直前 まで の タ イにお け る時間距 離

の 変遷 を、バ ン コ ク を中心 と して描 い た等時間図 を用い て考察する こ と に よ っ て 、政治的 ・

経済的な中央集権化 に対する交通網の 発展の 役割 を検討す る もの で あ る。

　等時問図は 、筆者が 当時の 各地点 間の 移動記録 を元 に、基準 とする平均速度 を推計 し、そ

れ を用 い て各都市 へ の 所要 時問を算出す る こ とに よ っ て 各都市 へ の 時間距離 を決定 し、現

在の 国境線に対応す る線 を描 い た想定図で ある 。
こ れ を見る と、鉄道開 通前の 等時 間図で

は、実際に はバ ン コ クか ら南 に長 く伸 びて い る マ レー半島が 、海路 を用 い た沿岸航行に よ

る時間距離が他地域 よ り短 くな る た め 、バ ン コ ク に きわ め て 隣接 して い るの に対 し、東北

部 と北 部が相対的に バ ン コ クか ら大 きく離 れ て い る こ とが分 か る 。
つ ま り、当時は 「遠 い 」

内陸部 と、「近 い 」沿岸部 とい う交通体 系が 構築 され て い たの で あ る 。

　こ の ため、東北部、北部へ と相次 い で 鉄道が建設され る こ とに よ っ て、沿岸部に 比 べ て 「遠

い 」内陸部が 、時間距離の 点で
一

挙に バ ン コ クに引 き寄せ られ て い っ た ，鉄道網 の 拡 充の ほ

か に 、自動 車用 の 道路が鉄 道 へ の フ ィ
ーダ ー

線 と して 、鉄道か ら 奥地 に 向か っ て 建設 され

て い っ た 。 こ の 遵路建設 方針は徹底 して お り、遭路はすべ て 地方に作 られ た た め 、バ ン コ ク

か ら外部へ 伸 びる道路は まっ た く建設 され なか っ た 。 しか し、こ の 結果、バ ン コ クを中心 と

する 、 鉄道 と道路の連携 に よる樹形 交通網が で き上が り 、
バ ン コ クか らの所要時間が 5 日の

円内に タ イの 領域 内の 主 要都市 は ほ と ん ど収 まる こ と に な っ たの で ある ttt

　この よ うに、等時間図の 変遷 を考察す る と、近代的交逓網の 整備に よ り、バ ン コ ク を申心

とす る領域が 、時間距 離の 点に お い て バ ン コ ク に着実に引 き寄せ られ て い っ た こ とが 確認

され 、情 報や 入 ・物 の 迅速 な移動が保障 されて い っ た こ とが理解 され よ う。
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